
学
会
創
立
八
十
周
年
・
学
会
誌
通
刊
七
十
号
を
記
念
し
て

安

藤

信

虞

中
間
同
文
化
学
会
は
今
年
で
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
、
学
会
誌
明
中
国
文
化
』
は
通
刊
七
十
号
を
刊
行
す
る
ζ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
長
い
歴
史

を
ふ
り
か
え
る
と
き
本
学
会
に
所
属
し
ぺ
学
会
の
運
営
を
支
え
、
優
れ
た
研
究
を
展
開
し
て
来
ら
れ
た
多
く
の
先
人
に
、
何
よ
り
も
ま
ず
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
学
会
の
前
身
で
あ
る
東
京
文
明
現
科
大
学
漢
文
学
会
は
、
一
九
一
一
一
二
年
(
昭
和
七
年
)
に
発
足
し
、
学
会
誌
は
『
漢
文
学
会
会
報
b

と
名
付

け
ら
れ
た
。
一
九
五
三
年
(
昭
和
二
八
年
)
、
新
制
東
京
教
育
大
学
問
学
に
と
も
な
い
、
名
称
を
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
と
改
め
た
が
、
学

会
誌
名
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
(
昭
和
五
三
年
)
、
東
京
教
育
大
学
が
商
学
す
る
と
、
本
学
会
は
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
特

定
の
大
学
と
連
動
せ
ず
、
全
額
に
向
か
っ
て
関
か
れ
た
学
会
と
し
て
再
出
発
す
る
道
を
選
び
、
翌
年
、
大
塚
漢
文
学
会
と
改
称
し
、
学
会
誌
名

を
明
中
間
同
文
化
』
と
し
た
。
同
時
に
、
学
会
事
務
局
を
筑
波
大
学
に
置
く
こ
と
と
し
、
以
後
、
筑
波
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
多
大
の
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
八
年
(
平
成
十
年
)
に
は
、
学
会
の
自
的
を
「
中
富
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
へ
の

寄
与
」
と
し
、
中
霞
文
化
学
会
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
十
年
の
歳
月
を
あ
ら
た
め
て
回
顧
す
る
と
、
本
学
会
の
歴
史
は
、
学
問
・
研
z

究
・
教
育
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
の
激
変
に
よ
り
、
多
く
の
閉
山

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
歴
史
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
他
方
、
状
況
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
激
変
に
際
し
て
会
員
た
ち
が
自
ら
の
力

に
よ
っ
て
そ
れ
を
克
服
し
、
協
力
し
な
が
ら
主
体
的
に
進
路
を
切
り
開
い
て
き
た
歴
史
だ
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
多

く
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
本
学
会
は
、
こ
の
八
十
年
間
、
中
密
思
想
・
文
学
・
一
一
一
一
口
語
・
文
化
・
白
本
漢
文
の
研
究
、
及
び
漢
文
教
育

の
実
践
に
お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
社
会
に
対
し
て
自
負
し
得
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
学
会
創
立
八
十
回
周
年
・

学
会
誌
一
週
刊
七
十
号
刊
行
の
と
き
に
当
た
り
、
先
人
の
努
力
を
思
い
起
こ
し
、
一
舟
び
新
し
い
発
展
を
心
に
期
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
、
記
急

の
一
一
言
葉
と
し
た
い
。
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